
日本文學作品名

近代小說名 中心

1)許 晃 會**

序論

時代別 作品狀況

主題別 分類

人間 人名 地名 自然現象 記 帳 其他

表記 形態別 分類

字種 形態

結論

序論

明治時代 昭和時代 日本文學作品名 事

典 對象 文學作品 記錄 評伝 評論 戱曲・ ・ ・ ・

詩集 句集 隨筆集 本稿 近代小說名・ ・ ・

長 短篇小說 會津土魂 早乙女貢作・ 、 長篇歷史小說

向田邦子作あ・うん 、 脚本 澁江抽齋 森鷗外、 、 史伝小

說 日本捕虜志 長谷川伸、 、 史伝体小說 旋風時代 田中貢太郞、 、

歷史小說 隼別王子 判亂 田辺聖子の、 、 時代小說 孤愁 岸の、 、

杉本苑子 長篇時代小說 注文 多 料理店 宮澤賢治の い、 、 童話 安吾捕物、

帖 坂口安吾、 連作集 物語 永井荷風あめりか、 、 短篇小說集

分類方法 新版日本名作事典 平凡社 本論、

時代別 日本文學作品 背景 主題別 分野別 分

類 時代別 變遷 昭和時代

戰前 戰中 戰後 昭和 年代 年代 年代 年・ ・ ・ ・

本稿 時代的 社會的背景 戰前 初期 戰後 年間 中期 日本・ 、 、

論文 年度 校內學術硏究費 硏究

大學校 敎授 日本學
以下 作家名 作



経濟 高度成長期 年代 年代 後期 末期 區分、

字 字種 時代的 變遷

形態別 區分 硏究 社會言語學 實態

時代別 作品狀況

表

1期 2期 3期 4期 5期 計

日本年號 明治 大正期・ 昭和初期 昭和中期 昭和後期 昭和末期

西紀年代 1868 1925～ 1926 1945～ 1946 1960～ 1961 1975～ 1976 1989～

作品數字 83 81 114 87 46 411

期

旧体制 明治初期

飜譯文學 民權運動

政治小說 淸日戰爭 觀念小說

作品 大正期 反自然主義

永井荷風 谷崎潤一郞 耽美主義文學・

第 次 世界大戰 大正民主主義 武者小路實篤 志賀直哉・

理知的 作品 夏目漱石 森鷗外文學

期 明治 大正期 期 第 次 世界大戰 昭和前期 大戰後・ 、 、

年間 中期 年 年 後期 年 昭和時代、 、

年 昭和末期

期

日本 時期 年 敗戰 年

滿洲事變

轉向文學 共産黨 佐野學

共産主義 轉向者 轉向文學 轉向 作家

作品 轉向文學 私小說風 作品

年代 近代文學 ・

文學精神 敗戰前 時代 命



日本文學作品名 近代小說名 中心 許晃會

各種 文學團體 日本報國文學會 年 芥川賞 直

木賞 文藝復興 新人 作家、

年 文學界 創刊 文藝復興

期

戰爭 文學界 生長

傳統文化派 民主主義 文學派 戰後派・ ・

戰後 風俗小說 戰後派 作家 戰爭

旣成文學 文學的 年

近代文學 左翼文學

根本精神 作品活動 近代文學

戰後派 日本 浪漫派 三島由紀夫 前後文學 傑作

金閣寺 石原愼太郞 大江健三郞 開高健・ ・

期

年 新感覺派 川端康成、

東洋 文學賞 近代 叙情文學

古典 雪國 作品 日本的 美

日本文學 日本文學 飜譯作品

純文學 中間小說 小說

推理小說 文壇

年代 安保鬪爭 現代

文學 文學家 豊饒 海 遺作・ の

三島由紀夫 文學賞 作家 川端康成、

期

年代 昭和末期 戰後

靑野聰 宮內藤典 中上健次 立松和平

中上健次 枯木灘

村

上龍 村上春樹、



島田雅彦 村上春樹、

森ノルウェイの

女流作家 吉本 劇化的ばなな

、

主題別 分類

表

順位 分野 와編數 比率 ( )作品名 年度 作家

1 人間 68(16.5%)
1956 58人間 條件の （ ～ ） 五味川純平

1906坊っちゃん（ ） 夏目漱石

2 人名 52(12.7%)
1962 63秀吉 利休と （ ～ ） 野上弥生子

1943李陵（ ） 中島敦

3 ( )地名 國名 44(10.7%)
1934銀座八丁（ ） 武田麟太郞

1963日本 族アパッチ （ ） 小松左京

4 ( )自然現象 四季 43(10.5%)
1943 48細雪（ ～ ） 谷崎潤一郞

1947夏 花の （ ） 原民喜

5 ( )記 帳 25(6.1%)
1928 48放浪記（ ～ ） 林芙美子

1956 58柳生武芸帳（ ～ ） 五味康祐

年 林芙美子 浮雲 最近 永遠 都 加賀乙彦 日本の

文學作品名 主題 分野 別 人間 人 婦 夫婦 夫人 良人 者、 、 、 、 、 、

男 女 坊 子 例っちゃん、 、 、

菜穗子 堀辰雄、

地域 、

自然現象 ・ ・ ・、

四季 月 山 川 海 風 雨 雪 記・ ・ ・ ・ ・ ・ 、

或 小倉日記伝 松本淸張 日記 傳 帳 分類る ・、

日本文學作品 作品名 對象

以下 數字 例 省略



日本文學作品名 近代小說名 中心 許晃會

< 그림1 >
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人間 明治 大正時代 期・

人名 期 昭和中期

期 期 期 期 期

人名 記 帳 自然現象 地名

主題 分野 時代的 變遷 期 人間

昭和初期 期 自然現象 戰後 期 記錄、

記 帳 人名 文學作品名 昭和末

期 期 以下 作品名

人間

人間 竹澤先生 云 人 長与善郞 海 生と ふ に くる、

人 人 例 人間 人間 靑野聰 人間 運命々 のいとなみ の、 、

芹澤光治 大地 子 山崎豊子 子 或 女の る、 、 、 、

有島武郞 女 眞珠夫人 菊地寬 夫人、 、 、

華岡靑洲 妻 有吉佐和子の 、 妻 人造美人 星新一、 、 美人 踊、

子 永井荷風 踊子 女子 女 四千万步 男の、

井上 男 女 日本歌謠曲 曲ひさし の、

名 曲中 曲、



人名

次郞物語 下村湖人 次郞 晶子曼陀羅 佐藤春夫 晶子、 、

歷史上 西鄕隆盛 海音寺潮五郞 龍、 、

馬 司馬遼太郞 小說渡辺崋山 杉浦明平がゆく 、 、 西鄕隆盛 坂本龍・

馬 渡辺崋山・ ナポレオン

狂 阿刀田高 燒跡 石川淳のイエス、 、

地名

地名 大阪 東京 大阪 宿 水上龍太郞 淺草の 、

紅団 川端康成 都市 都會 都會 憂鬱 佐藤の、 、

春夫 古都 古都 川端康成 大都市 村、

南小泉村 眞山靑果 町 抹香町 川崎長太郞、 、

地名 越前竹人形 水上勉 大都市、

舊地名 日本 日本捕虜志・ ・ 、

長谷川伸 國名 外國國名 堅琴 竹山道雄 外國都市名ビルマの 、

上海 橫山利一、

自然現象

自然現象 風 歌 聽 村上春樹の を け 、 、

天 川 太陽 黑岩重吾 夜 暗夜行路の の 、 、 、

志賀直哉 歸 夏 加賀乙彦らざる、 、

坂 上 雲 司馬遼太郞 雨の の や、

半村良 如何 星 下 高見順どり なる の に、 、 、

拙稿 日本歌謠曲 曲名 日本硏究 第 輯 日本硏究所の 、

西鄕隆盛 德川幕府 明治維新

王政復古

王政復古

坂本龍馬 江戶時代 末期 志士 江戶

勝海舟 勝

年 京都 薩長同盟 幕府打倒

運動 坂本 京都 幕府 暗殺

渡辺崋山 日本美術

三河 年 江戶

德川幕府 鎖國政策



日本文學作品名 近代小說名 中心 許晃會

記 帳

記 日記 帳 眞田太平記・

池波正太 時期別 戰後 期、

・ ・

日記 或 小倉日記伝 松本淸張 作品る 、

其他

分類 字 海 海 若杉慧エデンの 、 、

川 橋 川 住井 船 高瀨船 森鷗外 夢のない すゑ、 、 、 、

夢 碑 高井有一の 、 物語 靑 物語 山本周五郞べカ、 、 山、

山 民 江馬修の 、

地形 地理的 特徵 山河・

富士 立 影 白井喬二 富士 日本に つ 、

分野 動物園 動物 愛称

富士 日本會社名 商號 日本 東・ ・ フジ

洋 富士 順位 年制大學 東京富士大學 東京 富士大學・

岩手 富士常葉大學 靜岡 夕刊・ フジ、

櫻桃 太宰治 櫻島・、 、

梅崎春夫 櫻 映畵名 櫻 國の 歌謠名 同期 櫻の、 會社名 さくらや、 、

大學名 名櫻大學 沖縄 動物園 動物 愛称 富士、

さくら さくら



表記 形態別 分類

字種

表

作品名

( )年度
作家

作品名

( )年度
作家

漢字

(183)

眞實一路

(1935 36)～
山本有三

羅生門

(1915)
芥川龍之介

漢字 ひらがな＋

(179)

御宿かわせみ

(1973 )～
平岩弓枝

雨やどり

(1974)
半村良

漢字 カタカナ＋

(25)

用水ハコネ

(1951)
タカクラ・テル

戰記レイテ

(1967 69)～
大岡昇平

漢字ひ カ＋ ＋

(13)

工場キャラメル から

(1928)
佐多稻子

森ノルウェイの

(1987)
村上春樹

ひらがな

(9)

あらくれ

(1915)
德田秋聲

ひかりごけ

(1954)
武田泰淳

カタカナ

(6)

カクテル・パーティー

(1967)
大城立廣

パルタイ

(1960)
倉橋由美子

日本文學作品名 表記 字種 漢字 混、 、 、

用 漢字 作品名、 、

海 毒藥 遠藤周作 漢字 漢字と と、

暗殺 年輪 藤澤周平 漢字 漢字の の、 、 、

漢字

作品名 漢字

宇野千代 僕 何 三おはん って、 、 、

田誠廣 作品名、

漢字 吉本キッチン ばな、

森 村上春樹な ノルウェイの、 、

高橋源一郞さようなら ギャングたち、 、

作品 小田實、

年代 作品



日本文學作品名 近代小說名 中心 許晃會

字種 時代別 變遷

< 그림2 >
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字種 時代別 變遷 漢字 期

期

期 戰後 期・

終戰 日本 美國

外來語 表記 期 期

期

期 期 漢字・

期 漢字・

形態 品詞

太平天國 陣舜臣 侍 遠藤周作 米路 野上弥生子・ ・、 、 、

田沼意次 村上元三 固有名詞 歌 中村重のわかれ、 、 、

治 夏 終 瀨戶內晴美 名詞形 作品名・ の り 、

名詞形 形容詞 形容動詞 連体形 冷 夏 熱 夏 吉村い い、 、

昭 僕 好 戰爭 小林信彦 動詞 形 子たちの きな て をつれて、 、

葛西善藏 形 樅 木 殘 山本周五郞 動詞た の は った、 、 、 、

辭書形 月 泣 丸山健二 流 幸田文 歸に く ・ れる ら、 、

夏 加賀乙彦 否定表現 否定形 下天 夢 津ざる は か、 、 、



本陽 疑問形 新 人 眼 大江健三郞 命令形しい よ ざめよ、 、

動詞 過去形 現在形 雲 乘 石井桃子ノンちゃん に る 、

性 眼 頃 室生犀星 連体形 動詞 敬語に める 、

日本 文學作品名 受動形 仮定形 使役形・

命令形 新 人 眼 大江健三郞しい よ ざめよ、 、

・ 大カクテル・パーティ 、

城立裕 新 平家物語 吉川英治・ 、

、 題名 裝 魂いせよ わが よ、

高橋 子 例たか、

結論

年代 年 昭和時代 新版 日本名作事典ポケット

編 年 時代別 期 昭和期 初期 中期・

後期 末期 作品數 期 昭和中期 作・ ・

品活動 主題 分野 別 人間 人 人名、

地名 國名 自然現象 四季 記 日記 帳・、 、 、

文學作品名 人間 人間

家族 人名・ ・ ・ ・ ・

聖者、

匹夫匹女 人間 日本

名 日本 映畵名 人名

日本會社社名 日本 映畵名、

映畵 人間 人名 原作 小說

地名 大學名 日本 大學 地名

國立 公立 私立 大學名、 、

地名 日本 新聞社名 社中 社

日本 上場會社 社中 社 地名 地名 命名、

日本歌謠曲 曲名 曲 地名 曲 映畵名

昭和時代 事典

日本文芸年報、

拙稿 日本 名 比較文化硏究 以下 拙稿 日本 映畵名 會社の ドラマ ・、

名 大學名 新聞名 注 省略・ ・



日本文學作品名 近代小說名 中心 許晃會

地名 地名

字種 時代別 變遷 第 次 世界大戰 期

歌謠曲 曲名

映畵名 明治・

大正期 昭和末期 漢字 期

期 映畵 作品名・ ・

期 期

期 期 期・ 、

期 期 日本文學作、

品名 漢字 漢字

小說名 日本 富士

櫻 地名 人名 ・ 、 符

號

參考文獻

、

中村光夫 、

臼井吉見 、

平野謙 、

申鉉夏 日本文學史 、

、

、

安藤貞之 招 猫 社ネーミングは き ダヴィット 、

池田末則 地名風土記 東洋書院、

池田良孝 世紀 人 東京書籍ニックネーム の 、

市右貞次外 人 日本文學槪論 秀英出版、

奧野健男 日本文學史 中公新書、

小田切進 日本名作事典 平凡社、

久保田淳外 人 新選日本文學史 、



淸水義範 名前 新潮文庫がいっぱい 、

壽岳章子 日本人 名前 大修館書店の 、

竹盛天雄 稻賀散二監修 簡明日本文學史 第一學習社・ 、

田中克彦 名前 人間 岩波新書と 、

長谷川泉外 人 新編日本文學史 、

森岡健二 山口仲美 命名 言語學 東海大學出版會・ の 、

日本實業出版社編 秀作 事典 日本實業出版社ネーミング 、



日本文學作品名 近代小說名 中心 許晃會

要 旨

明治時代 現代 至 日本文學作品名 名作 傑作 世 知 編から に るまで のうち ・ として に られている を、

對象 文學作品 中 記錄 評伝 戱曲 詩集 歌集 句集 隨筆集その にした の から ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ノンフィク。

削除 小說名 主 扱 長 短編小說 長編歷史小說 脚本 史ションなど し を に った そこには ・ はもちろん や ・、 。

伝小說 史伝体小說 時代小說 童話 連作集 短編小說集 含・ ・ ・ ・ ・ などが まれる。

本稿 時代別 日本文學作品 期 分 背景 狀況 調 年 浮雲では に を に けてその や を べてみた の か。

昭和末 永遠 都 日本 文學作品 主題 分野 別 分 人 男 女 子 者ら の の まで の を に けてみると ・ ・ ・ ・ な

人間 係 人 具体的 表 占 彼 住ど に わるものが その 々を に したのが を めている らの んでい、 、 。

地域 村 町 名 四季 月 山 川 海 風 雨 雪 自然現象る や または の が ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ などの が、 、

記 日記 伝・ は であった、 。

表記 字種 漢字 混用 字等 指 作品名は のことであって ・カタカナ・ひらがな・これらの ・ローマ を す。

漢字 一字 入 例 全体 達 漢字 役割 實 大 言に が でも っているのは で の に し の は に きいと わざるを、

得 使 半分以下 使用率ない ひらがなを ったのは で であった これはカタカナの よりはかなり。 。

高 數値 作品名 漢字 構成 一般的 期 昭和末期 入 字い で は とひらがなの が になっている の に ってはローマ。

名 目立 徐 增 始 形態別 名詞 固有名詞 名詞形やカタカナだけの が ち 々に え めている にみると と の で、 。 、

終 名 超わる が を えている。

今後 讀者 引 付 彼 字 使このようなことから を き けるためには らにアピールできるようローマ を った、

外來語 表記 符号り のカタカナ をしたり ・、 、 ・ 、 入 目 付 憶 工を れたりして に きやすく えやすく、

夫をこらさなければならない。

人間 人名 地名 國名 記 帳 小說作品 字種 形態キーワード ・ ・ ・、 、 、 、 、
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